
今
年
度
の
「
調
査
収
集
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
は
、
基
幹
研
究
「
近
世
に
お
け
る
蔵
書

形
成
と
文
芸
享
受
」
（
代
表
”
大
高
洋
司
教
授
）
の
成
果
報
告
と
し
て
実
施
さ
れ
た

【
二
○
一
四
年
五
月
二
九
日
（
木
二
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
神
作
研
一
・
わ
た
く

し
に
題
を
「
江
戸
の
〈
知
〉
ｌ
蔵
書
の
種
々
相
を
考
え
る
ｌ
」
と
定
め
て
、
四
名
の

パ
ネ
リ
ス
ト
に
登
壇
し
て
い
た
だ
い
た
。

１
．
大
庭
卓
也
氏
（
久
留
米
大
学
）
「
佐
賀
鹿
島
藩
蔵
書
に
見
え
る
漢
文
学
資

料
」

２
．
盛
田
帝
子
氏
（
大
手
前
大
学
）
「
二
条
派
か
ら
古
学
派
へ
ｌ
堂
上
歌
学
の

変
容
と
地
方
へ
の
伝
播
ｌ
」

３
．
伊
藤
善
隆
氏
（
湘
北
短
期
大
学
）
「
俳
譜
資
料
の
特
性
ｌ
「
近
世
に
お
け

る
蔵
書
形
成
と
文
芸
享
受
」
と
い
う
視
点
か
ら
ｌ
」

４
．
井
上
泰
至
氏
（
防
衛
大
学
校
）
「
蔵
書
調
査
か
ら
見
え
て
く
る
文
芸
享
受

の
風
景
ｌ
身
分
社
会
に
お
け
る
自
己
存
在
証
明
の
視
点
か
ら
」

本
誌
へ
の
寄
稿
に
際
し
て
、
大
庭
氏
の
み
タ
イ
ト
ル
を
「
木
門
の
儒
学
者
た
ち
の

文
学
熱
と
鍋
島
直
郷
」
と
改
め
ら
れ
た
が
、
内
容
の
大
き
な
変
更
は
な
い
。
い
ま
各

江
戸
の
〈
知
〉

ｌ
蔵
書
の
種
々
相
を
考
え
る
Ｉ

稿
の
要
点
を
摘
記
し
よ
う
。

ま
ず
大
庭
氏
【
祐
徳
稲
荷
神
社
チ
ー
ム
】
は
、
鹿
島
鍋
島
藩
第
六
代
藩
主
鍋
島
直

郷
の
漢
学
の
師
で
あ
る
河
口
静
斎
（
木
下
順
庵
門
）
の
「
静
斎
随
筆
』
（
「
甘
雨
亭
叢

書
」
別
集
第
三
）
と
「
乗
筆
録
」
（
祐
徳
稲
荷
博
物
館
中
川
文
庫
蔵
）
に
寄
り
添
っ

て
静
斎
の
文
学
観
を
洗
い
出
し
、
そ
れ
が
他
の
木
門
の
儒
者
た
ち
の
思
考
と
共
通
し

木
門
の
文
学
熱
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
、
そ
う
し
た
静
斎
の
文
学
観
が

藩
主
鍋
島
直
郷
の
意
識
に
大
き
く
作
用
し
て
い
た
可
能
性
を
説
い
た
。

つ
い
で
盛
田
氏
【
新
日
吉
神
宮
蘆
庵
文
庫
チ
ー
ム
・
八
戸
市
立
図
書
館
南
部
家
旧

蔵
本
チ
ー
ム
】
は
、
妙
法
院
宮
真
仁
法
親
王
の
サ
ロ
ン
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
近

世
中
後
期
の
京
都
に
お
け
る
契
沖
仮
名
遣
い
の
浸
透
の
様
子
を
追
尋
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
時
代
が
徐
々
に
二
条
派
か
ら
古
学
派
へ
と
変
容
す
る
さ
ま
を
具
体
的
に
描

出
、
さ
ら
に
手
鏡
家
チ
ー
ム
の
研
究
成
果
を
も
踏
ま
え
て
、
古
学
が
地
方
へ
と
伝
播

し
て
い
っ
た
象
徴
的
な
事
例
を
併
せ
て
紹
介
し
た
。

次
の
伊
藤
氏
【
八
戸
市
立
図
書
館
南
部
家
旧
蔵
本
チ
ー
ム
・
富
加
町
郷
土
資
料
館

チ
ー
ム
・
手
銭
家
チ
ー
ム
】
は
、
俳
譜
資
料
の
多
様
性
（
俳
書
／
点
取
・
月
次
俳
譜

神
作
研
一
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資
料
／
筆
跡
資
料
／
俳
譜
一
枚
摺
や
文
台
な
ど
の
そ
の
他
）
と
実
在
資
料
の
偏
向
性

を
確
認
し
た
上
で
、
真
田
宝
物
館
・
八
戸
市
立
図
書
館
・
富
加
町
郷
土
資
料
館
・
手

銭
記
念
館
、
計
四
箇
所
の
所
蔵
先
の
特
徴
を
概
述
、
「
俳
譜
」
と
い
う
文
芸
の
特
異

性
を
、
蔵
書
の
現
状
に
即
し
て
炎
り
出
し
た
。

最
後
に
井
上
氏
【
八
戸
市
立
図
書
館
南
部
家
旧
蔵
本
チ
ー
ム
・
矢
口
丹
波
記
念
文

庫
チ
ー
ム
一
は
、
写
本
で
流
通
し
て
い
る
軍
書
（
と
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
実
録
）

を
対
象
に
据
え
て
、
そ
の
種
々
の
特
徴
を
、
造
本
・
蔵
書
・
読
書
と
身
分
的
位
相
と

い
う
観
点
に
基
づ
い
て
報
告
し
た
。
太
平
の
世
に
あ
っ
て
な
ぜ
軍
書
が
、
そ
れ
も
写

本
で
伝
襲
さ
れ
た
の
か
ｌ
、
近
世
に
お
け
る
書
物
と
い
う
も
の
の
役
割
を
、
よ
り

大
き
な
視
座
で
考
え
さ
せ
る
。

詳
細
は
以
下
の
各
氏
稿
に
つ
か
れ
た
い
が
、
こ
の
シ
ン
ポ
を
通
し
て
、
身
分
階
層

と
ジ
ャ
ン
ル
、
書
物
の
集
積
と
管
理
伝
流
の
様
態
、
中
央
か
ら
地
方
へ
の
文
化
の
伝

播
、
ひ
い
て
は
蔵
書
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
根
底
か
ら
考
え
、
学
問
・
教
養
・
娯

楽
を
自
在
に
往
還
し
た
江
戸
の
〈
知
〉
の
一
端
を
炎
り
出
し
た
い
と
願
っ
た
。

因
み
に
、
「
蔵
書
」
の
語
に
は
二
つ
の
語
義
が
あ
る
。
一
つ
は
「
貯
蔵
し
た
書
籍
」

の
謂
い
で
、
早
く
『
唐
書
」
の
藝
文
志
に
現
れ
る
。
も
う
一
つ
は
「
書
を
た
く
わ
え

る
」
の
謂
い
で
、
「
荘
子
」
の
天
道
篇
に
出
る
〈
漢
語
大
詞
典
・
大
漢
和
辞
典
ほ

か
〉
・
大
槻
文
彦
の
「
言
海
」
（
一
八
八
九
刊
）
に
は
「
己
ガ
所
蔵
ノ
書
物
。
蔵
本
」

と
記
述
さ
れ
、
「
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版
）
」
に
は
用
例
の
第
一
に
「
落
葉
集
」

（
一
五
九
八
）
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
「
角
川
古
語
大
辞
典
」
に
「
蔵
書
」
が
未
立
項

な
の
は
意
外
だ
っ
た
が
、
と
も
あ
れ
今
こ
こ
に
は
、
「
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
」

の
「
蔵
書
」
の
項
（
長
友
千
代
治
執
筆
）
の
全
文
を
引
い
て
み
よ
う
。

所
有
し
て
い
る
書
物
。
所
持
本
。
蔵
本
。
ま
だ
所
有
し
て
い
な
い
本
を
未
蔵
書

と
い
う
。
蔵
書
の
あ
る
人
を
蔵
書
家
と
い
う
。
収
蔵
す
る
舎
を
文
庫
と
い
う
。

金
沢
文
庫
、
紅
葉
山
文
庫
、
林
崎
文
庫
、
賀
茂
三
手
文
庫
、
西
荘
文
庫
、
阿
波

国
文
庫
な
ど
有
名
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
成
立
に
よ
っ
て
蔵
書
内
容
に
特
色
が

あ
る
。
大
は
万
巻
以
上
、
小
は
数
十
部
の
蔵
書
も
あ
る
。
蔵
書
は
分
類
が
な
さ

れ
、
蔵
書
印
が
押
さ
れ
、
蔵
書
票
が
貼
ら
れ
、
ま
た
蔵
書
目
録
が
作
ら
れ
た
り

す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
蔵
書
が
分
散
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
旧
蔵
書
と
い

も
『
ノ
Ｏ

そ
も
そ
も
、
こ
の
『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』
に
は
全
部
で
三
四
○
○
項
目
が

立
て
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
う
ち
の
約
一
八
％
に
あ
た
る
六
二
三
項
目
が
「
蔵

書
・
蔵
書
家
」
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
書
籍
の
継
承
と
伝
流
ｌ
〈
知
〉
の
ダ
ィ
ナ

ミ
ズ
ム
ー
に
、
い
か
に
「
蔵
書
」
が
深
く
関
わ
っ
て
き
た
か
が
思
最
さ
れ
る
。

さ
て
と
こ
ろ
で
、
近
年
は
、
主
に
歴
史
学
の
領
域
で
蔵
書
研
究
が
糟
力
的
に
推
進

さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
古
典
学
・
書
誌
学
に
お
い
て
も
禁
裏
本
や
書
籍
文
化
史
の
追

究
が
深
ま
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
書
物
リ
テ
ラ
シ
ー
史
の
領
域
も
開
拓
さ
れ
て
き
た
。

古
典
的
な
も
の
と
し
て
、
小
野
則
秋
の
「
日
本
文
庫
史
研
究
」
上
・
下
（
臨
川
書

店
、
改
訂
新
版
一
九
八
八
。
＊
原
刊
一
九
四
四
）
を
挙
げ
う
る
が
、
そ
れ
ら
を
ざ
っ

と
一
覧
し
て
み
れ
ば
次
の
通
り
。

○
『
旧
華
族
家
史
料
所
在
調
査
報
告
書
」
学
習
院
大
学
史
料
館
編
刊

（
一
九
九
三
）

○
「
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
」
第
一
～
五
輯
（
＋
）
（
田
島
公
編
、
思
文
閣
出

版
、
二
○
○
三
～
一
五
）
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「
個
」
は
「
全
体
」
の
中
で
初
め
て
そ
の
存
在
意
義
が
明
確
に
な
る
も
の
だ
か

ら
、
蔵
書
の
全
体
像
や
そ
の
構
築
史
を
知
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
問
題
だ
と
思

う
。
蔵
書
を
丸
ご
と
一
つ
の
視
座
に
収
め
る
時
、
ど
の
よ
う
な
風
景
が
広
が
る
の

か
１
．
多
角
的
な
蔵
書
研
究
の
、
い
っ
そ
う
の
進
展
が
望
ま
れ
る
。

な
お
、
わ
た
く
し
ど
も
の
基
幹
研
究
の
成
果
と
し
て
は
、
既
に
一
昨
年
の
「
調
査

収
集
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
お
い
て
、
三
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
中
間
報
告
が
な
さ

れ
た
（
二
○
一
二
年
六
月
七
日
）
。

○
加
藤
弓
枝
氏
（
豊
田
高
専
）
「
非
蔵
人
の
文
学
営
為
ｌ
蔵
庵
文
庫
蔵
書
を
通

し
て
ｌ
」

○
『
書
籍
文
化
史
』
一
～
一
六
号
（
＋
）
（
鈴
木
俊
幸
編
刊
、

一
五
）

○
『
書
物
の
日
米
関
係
リ
テ
ラ
シ
ー
史
に
向
け
て
」
和
田
敦

二
○
○
七
）

○
『
書
物
学
」
一
～
四
号
（
＋
）
（
勉
誠
出
版
、
二
○
一
四
～
）

○
『
禁
裏
本
と
古
典
学
」
吉
岡
眞
之
・
小
川
剛
生
編
（
塙
書
房
、
二
○
○
九
）

○
「
禁
裏
本
歌
書
の
蔵
書
史
的
研
究
」
酒
井
茂
幸
（
思
文
閣
出
版
、
二
○
○
九
）

○
「
堂
上
か
ら
地
下
へ
ｌ
典
籍
の
流
出
・
提
供
・
活
用
」
浅
田
徹
（
「
調
査
研
究

報
告
」
三
二
号
、
二
○
一
二
・
三
）

○
「
中
世
人
の
た
か
ら
も
の
Ｉ
蔵
が
あ
ら
わ
す
権
力
と
富
」
五
味
文
彦
ほ
か
編

（
高
志
書
院
、
二
○
一
二

○
「
古
典
籍
が
語
る
ｌ
書
物
の
文
化
史
」
山
本
信
吉
（
八
木
書
店
、
二
○
○
四
）

○
「
江
戸
の
蔵
書
家
た
ち
」
岡
村
敬
二
（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
一
九
九
六
）

○
『
書
籍
文
化
史
』
一
～
一
六
号
（
＋
）
（
鈴
木
俊
幸
編
刊
、
二
○
○
○
～

和
田
敦
彦

（
新
曜
社
、

○
川
平
敏
文
氏
（
九
州
大
学
）
「
肥
前
鹿
島
藩
主
鍋
島
家
の
神
道
書
と
そ
の
周

辺
ｌ
新
出
『
神
道
伝
授
秘
函
」
を
中
心
に
ｌ
」

○
田
中
則
雄
氏
（
島
根
大
学
）
「
手
鏡
家
蔵
書
と
出
雲
の
文
芸
活
動
」

そ
れ
ら
は
、
大
高
洋
司
代
表
に
よ
る
概
要
報
告
を
添
え
て
、
「
調
査
研
究
報
告
」

三
三
号
（
二
○
一
三
・
三
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
先
の
シ
ン
ポ
は
文
庫
（
蔵
書
）

ご
と
に
そ
の
特
質
を
捕
捉
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
今
般
の
シ
ン
ポ
は
ジ
ャ
ン

ル
ご
と
に
そ
の
文
藝
の
特
徴
を
析
出
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
。
モ
ノ
（
蔵
書
）
に
即

し
て
文
化
史
を
立
て
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
従
来
の
、
作
品
に
即
し
た
文
学
史
と
は

別
の
様
相
が
出
現
す
る
に
違
い
な
い
。

わ
た
く
し
自
身
も
、
シ
ン
ポ
ニ
種
の
成
果
を
か
れ
こ
れ
相
互
に
繰
り
返
し
参
照
す

る
こ
と
で
、
本
基
幹
研
究
の
問
題
点
を
複
層
的
に
理
解
し
、
そ
の
可
能
性
を
さ
ら
に

考
え
る
し
る
べ
と
し
た
い
。

◆
基
幹
研
究
「
近
世
に
お
け
る
蔵
書
形
成
と
文
芸
享
受
」
の
詳
細
は
次
の
通

堅
、
ソ
。【

研
究
期
間
一
二
○
二
～
一
三
年
度

【
研
究
組
織
】
代
表
叩
大
高
洋
司

（
館
内
教
員
）
入
口
敦
志
・
神
作
研
一
・
山
本
和
明

（
機
関
研
究
員
）
佐
藤
温
↓
高
松
亮
太

（
Ｒ
Ａ
）
紅
林
健
志
・
網
野
可
苗

【
研
究
分
担
者
】
芦
田
耕
一
・
飯
倉
洋
一
・
伊
藤
善
隆
・
井
上
敏
幸
・
井
上
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「
類
型
」
を
押
さ
え
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
収
ま
り
き
ら
な
い
「
個
性
」

に
あ
た
る
部
分
の
内
実
を
、
刻
判
研
荊
刎
制
君
瑚
洲
創
掘
り
下
げ
、
広
汎

で
多
様
な
文
芸
享
受
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

【
調
査
対
象
箇
所
】

（
Ａ
）
八
戸
市
立
図
書
館
南
部
家
旧
蔵
本

＊
大
名
（
二
二
○
○
点
）
／
漢
籍
・
歌
書
・
読
本

（
Ｂ
）
矢
口
丹
波
記
念
文
庫
（
高
崎
市
）

や
わ
た
は
ち
ま
ん

＊
神
官
（
矢
口
家
〈
八
幡
八
幡
神
社
〉
）
（
一
六
○
○
点
）
／
書
写

（
Ｃ
）
三
島
市
郷
土
資
料
館
勝
俣
文
庫

＊
豪
商
（
勝
俣
家
）
（
五
○
○
○
冊
）
／
俳
書

と
み
か

（
Ｄ
）
富
加
町
郷
土
資
料
館
（
岐
阜
県
）

＊
豪
商
（
平
井
家
）
（
一
二
○
○
点
）
／
和
歌
添
削
資
料
／
歳
旦
帖

い
ま
ひ
え

（
Ｅ
）
新
日
吉
神
宮
蘆
庵
文
庫
（
京
都
市
）

【
研
究
の
概
要
】
こ
れ
ま
で
国
文
研
が
至

先
の
う
ち
、
現
在
調
査
収
集
が
ゼ

ヤ
マ
を
越
え
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、

泰
至
・
大
谷
俊
太
・
大
谷
節
子
・
大
庭
卓
也
・
小
川
陽
子
・
勝
又
基
・

加
藤
弓
枝
・
金
田
房
子
・
亀
井
森
・
川
平
敏
文
・
菊
池
庸
介
・
久
保
田

啓
一
・
倉
島
利
仁
・
黒
石
陽
子
・
進
藤
康
子
・
田
中
則
雄
・
中
川
豊
・

野
本
瑠
美
・
二
又
淳
・
原
豊
二
・
菱
岡
憲
司
・
森
澤
多
美
子
・
盛
田
帝

子
・
山
崎
真
克
・
若
木
太
一

究
の
概
要
】
こ
れ
ま
で
国
文
研
が
調
査
収
集
の
対
象
と
し
て
き
た
所
蔵

先
の
う
ち
、
現
在
調
査
収
集
が
い
っ
た
ん
終
了
し
た
と
こ
ろ
、
ま
た
は

人
蔵
書
家
を
モ
デ
ル
と
し
て
取
り
上
げ
、
近
世
に
お
け
る
蔵
書
形
成
の

江
戸
時
代
に
お
け
る
特
徴
的
な
個

〔
補
記
〕
研
究
期
間
終
了
後
の
今
年
度
に
も
、
次
の
よ
う
な
催
し
が
（
Ｆ
）
手
銭
家

の
メ
ン
バ
ー
（
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
は
田
中
則
雄
島
根
大
学
教
授
）
に
よ
っ
て

実
施
さ
れ
た
。

【
蔵
の
美
術
館
手
鏡
記
念
館
］

◇
特
別
企
画
展
「
江
戸
力
手
銭
家
蔵
書
か
ら
見
る
出
雲
の
文
芸
」
（
一
○
月

四
日
～
一
二
月
二
一
日
）

◇
連
続
講
座
・
「
手
銭
家
歴
代
の
和
歌
活
動
ｌ
歌
壇
史
上
の
意
義
を
中
心
に
ｌ
」

久
保
田
啓
一
（
一
○
月
一
三
日
）

．
「
江
戸
時
代
末
期
の
大
社
歌
壇
」
芦
田
耕
一
（
二
月
一
五

日
）

．
「
俳
譜
史
の
中
の
出
雲
・
大
社
・
手
銭
家
」
伊
藤
善
隆
（
一
二

月
一
三
日
）

＊
神
官
（
藤
島
家
）
（
一
六
○
○
点
）
／
非
蔵
人
文
書
・
小
沢
蘆
庵

て
ぜ
ん

（
Ｆ
）
手
袋
家
（
出
雲
市
大
社
町
）

＊
豪
商
（
手
銭
家
）
（
六
五
○
点
）
／
歌
書
・
俳
書

（
Ｇ
）
祐
徳
稲
荷
神
社
（
佐
賀
県
鹿
島
市
）

＊
大
名
（
中
川
文
庫
二
五
○
○
○
冊
）
／
漢
籍
・
神
道
書
・
歌
書

【
参
考
】大

高
洋
司
「
〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
基
幹
研
究
「
近
世
に
お
け
る
蔵
書
形
成

と
文
芸
享
受
」
に
つ
い
て
」

舎
国
文
研
ニ
ュ
ー
ズ
」
二
三
号
、
二
○
二
・
五
）

4



◇
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
手
銭
家
蔵
書
か
ら
見
る
出
雲
の
文
芸
」
（
二

基
調
講
演
「
手
鏡
家
蔵
書
と
出
雲
の
文
芸
活
動
」
田
中
則
雄

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
久
保
田
啓
一
・
芦
田
耕
一
．

地
域
に
根
ざ
し
た
、
一
般
の
方
々
へ
の
誠
実
な
取
り
組
み
と
し
て
特
記
し
て
お

く
と
と
も
に
、
メ
ン
バ
ー
各
位
の
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
御
尽
力
に
深
く
感
謝
し
た

い
0

田
中
則
雄
（
司
会
）

・
伊
藤
善
隆
。

二
月
一
四
日
）
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